
社団法人

町田法人会報

つ しま

表紙 ・対馬の夏 三橋国民 氏 画



、、ヂ、

、ー 挨 拶

社団法人町団法人会会長石井儀一

会員の皆様には、日頃、当会の運営に当り 、

格別のご支援、ご‘協力を賜わり厚くお札を申

し上げます。

さて去る 5月21日ラポール千寿閣に於て

(社) 町団法人会第13回通常総会を開催致し

ましたところ、町田税務署松田署長様を始め

幹部の方々並びに安部東京税理士会町田支部

長様他多数のご来賓のご臨席を頂き、 厳正な

うちに提出議案の全部を原案通り可決承認さ

れ蕪事総会を終了する事が出来ました。本年

は任期満了に伴う役員改選等もあり、熱気祇

れる会場の雰囲気は他に例を見ない様な盛況

でありました。皆様のご協力に心よりお札を

申し上げます。

尚本年は定款一部変更を提案し副会長 2名

を5名以内に、理事40名を40名以上 50名以

内に増員の改正も承認され、近い将来会員数

5000社に備えた体制作りの基礎が出来ました。

その際不肖私が再び会長に推薦され、満場

一致でご承認を賜わり誠に光栄の至りと存じ

ておりますが、その責任は重且つ大であり、

身の引き締まる思いで一杯でございます。何

卒ご支援ご鞭撞下さいます様宜 しくお願い致

します。

さて既にご案内かとは存じますが、 7月は

国税局恒例の人事異動に当り、松田署長様は

続投と云う事でホッ ト致しておりますが、永

年にEり税務一筋にご精励なされた石井副署

長様には、後進に道を譲られご勇退なさいま

した。当会発展の為に適切なるご指導を頂き

誠にありがとうございました。第二の人生を

より快適にご健勝でお過し下さいます様心よ

りお祈り申し上げます。

町田署はi斬次規模の拡大に伴い副署長二人

制の署となり 、法人担当に長谷川副署長様を、

所得、資産等法人を除く担当に高原高IJ署長様

をお迎え致しました。細部に付いては別紙「異

動のお知らせJ (12頁ご参照)の通り幹部の

方々がご着任なさいました。町田法人会の今

後の発展の為に限りないご指導を賜わります

様心からお願い申し上げるものでございます。

さて当会は時代の変革の潮流と機を一つに

して、様々な改善を試みております。その一

つに地区会の活性化を、指il、声だけでなく組織

的に取り組んで、おります。日頃折りある毎に

私が提唱しているものの一つに「法人会の発

展は地区会の活性化に他な らない」と云う事

です。本部 6委員会の構成員は、理事である

正副委員長の他は総て19の地区会より選出さ

れた委員で組織され運営する様に改組致しま

した。又新らしく選任された 3名の副会長が

夫々 2-3の委員会を担当し、或は地区会や

専門部会を担任され、その運営に助言や指導

に携わる様担当制をしきました。これ等がう

まく機能する事により地区会の活性化が図ら

れるものと期待を致しております。

限られた紙面でございますのでその他は次

回にゆずると致しますが、町田法人会の事業

活動がより 一層活発に展開出来ます様会員皆

様方のご指導を心よりお願い申し上げます。

終りになりましたが皆様のご事業のご発展

とご健勝を祈念してご挨拶と致します。
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残暑の候、社団法人110団法人会の皆様方に

は、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

町田法人会の皆様方には、 平素から税務行

政の円滑な運営に深いご理解とご協力を賜り、

厚く 御礼申し上げます。

町田法人会は昭和25年の創設以来、健全な

納税者団体として幅広い事業活動を積極的に

推進し、正しい税知識の普及と納税道義の高

揚に多大な貢献をされてまいりました。

さらに、昭和55年に貴会がネ土団化を達成さ

れてからも公益法人として事業の充実を一層

進めるなど組織の拡大強化に努められ、今日

では4，200杜を越える会員を有する、極めて

組織率の高い法人会に発展されました。これ

もひとえに石井会長をはじめ役員並びに会員

の皆様方のご尽力の賜物と深く敬意を表する

次第でございます。

町田税務署長 中公 田 正 I専

ところで、最近のわが国の経済は個人消費

の伸び悩み、企業の設備投資・収益の減少等

現状を見るかぎり依然として景気は底ばい状

態にあります。このような状況の中で、私ど

もといたしましでも、「適正・公平な課税の

実現」にむけて、なお一層の努力をかさねて

いくと同時に、「信頼される税務行政の確立」

を目指し、今後も広報・相談・指導を積極的

かっきめ細かく実施していく所存でございま

す。

どうか、 |町田法人会の会員の皆様におかれ

ましては、従来にも増して税務行政に対する

ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。

終わりに、町田法人会の益々のご発展と皆

様方のご健勝並びにご事業業のご繁栄を祈念

いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。

着任のご挨拶

町田税務署副署長(法人担当) 長谷川 浩 一

暑さ厳 しき折り、町団法人会の皆様方には、

益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

私は、この度の人事異動により、税務大学

校から参りました長谷川でございます。石井

前副署長同様よろしくお願い申し上げます。

ところで、皆様方もすでにご承知のように

最近の税制面では、「消費税の導入J ，-地価税

の創設」及び「土地譲渡課税制度の見直し」

が相次いで実施されています。

法人税の申告にあたって、具体的な計算は

税の専門家である税理士等の先生方にお願い

することになるとしても、常日頃のご商売の

上ではこれらの税制の基本的な仕組みを理解

していないと、思わぬ損失を被ることもある

のではないかと思います。

日本の産業構造が従来の「重厚長大」型の

製造業から「軽薄短小」型の製造業やソフト

産業へ転換し、また、日本人の物事に対する

価値観も多様化し、国際感覚も豊かになって

きました。税の世界でもやはり同様なことが

いえるわけでして、「消費税」等の税制も新

しい発想の転換がないとなかなかその基本的

な仕組みについても十分理解できない部分を

含んでおります。

幸いIlIT団法人会では、活発な事業活動を展

開されているとお伺いしていますので、どう

か会員の皆様方におかれましても、会の事業

活動に一人でも多くの方が参加され、企業経

営に不可欠な税の知識を修得され、儲かる企

業に育て上げるようお願い申し上げます。
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社団法人町田法人会

第13同通常総会報告
平成 5年 5月21日、午後

2時ラポー jレ千寿閣におい

て、第13回通常総会が開催'

されました。

冒頭、司会の杉浦研修委

員長から、本総会は、現在

会員数4，202社のうち2，136 ι

社(内委任状1，967社)が E
出席、過半数に達して、有 F

効に成立する旨が報告され

ました。

次いで次第に従い、鈴木

副会長の 開会のことば、
総会では、石井会長、萩生田、小川、岩波の各副会長が選任された。

石井会長の挨拶と進み、定款第33条の定めに 上程され、第 3号議案を木目田常任理事が、

より、議長に石井会長を選出、 議長が議事録 第4号議案を井之上常任理事(代行小川氏)

署名人として、四ヶ所及び矢沢両常任理事を が提案、いずれも承認可決されました。

選任、承認されました。議事に入り 、

第 1号議案 平成 4年度事業報告承認の件

第 2号議案 平成 4年度収支決算報告並び

に監査報告承認の件

第 3号議案平成 5年度事業計画 (案)承

認の件

第 4号議案平成 5年度収支予算(案)承

認の件

第 5号議案 定款一部変更承認の件

第 6号議案 任期満了に伴う理事、監事選

任の件

第 l号議案及び第 2号議案は、一括上程さ

れ、第 l号議案を、木呂田常任理事が報告、

第 2号議案については、井之上常任理事(代

行小川氏)が決算報告を、八木下監事が監査

報告を行って、 それぞれ承認されました。

続いて、第 3号議案及び第 4号議案が一括

第 5号議案は、岩波専務理事の提案によっ

て、原案どおり 可決、 第 6号議案は、選考委

員長鈴木副会長の発表どおり 、理事及び監事

を選任問Ij掲)、|臨時理事会が聞かれ、会長、

副会長を互選、 地区会長、各正副委員長及び

各部会長が決まり 、また勇退された前副会長

の鈴木英正氏が顧問に推せんされました。

こうして、とどこおりなく議事終了、再任

の石井会長挨拶につづいて、平成 4年度会員

増強功労者表彰が行われ、 103名の方(別掲)

に感謝状と記念品が贈呈されました。

本会には、多数のご来賓にご臨席いただき、

代表として次の方々から、ご祝辞を頂戴いた

しました。

松田町田税務署長、田中町田都税事務所長

(行木総務課長代読)、加藤町田商工会議所

会頭、安部東京税理士会町田支部長。

4 -



そして、萩生田副会長のことばで、無事閉

会となりました。

第 2部の記念講演会では、ダイヤモンド社

会長の川島 譲先生を講師にお迎えして、時

局を解明する経済講演に有意義な時を過しま

した。(講演要旨別掲)

松田税務署長はじめ、来賓の方々 よりご祝辞を頂いた。

謝状が手渡されました。

懇親会では、 |町田市森収入役のご挨拶の後、

町田税務署上野統括官の音頭で乾杯、新しい

態勢での出発を祝いながら、和やかな雰囲気

のうちに、鈴木新顧問の締め、小川新副会長

のことばで、任11開きとなりました。

第 3音liは、 三橋青年部会長の司会で、先ず、

岩波新副会長の開会のことば、石井会長の挨

拶の後、受託会社である大同生命保険相互会

社及びAIU保険会社から、 当会に対して、

経営者大型総合保障制度普及拡大の顕著な成

果を表彰、大同生命吉田八王子支社長並びに

AIU中村八王子支庖長から、石井会長に感
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牧田 商事側

医擦法人 ・社団芙蓉会芙蓉病院

や

側

(槻

刊紙
一
{
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ん
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し

タワ

あ
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一一川島譲先生講演要旨

景気は底入れをしたと言われています。た

しかに金の流れの面では、そうかもしれない。

ところが、そのわりに、受注が伸びない。

売上げが伸びない。景気が底をついたと言わ

れても実感がわかない。先が明るいのかどう

か、非常にぼんやりしています。

こんどの不況は、通常の不況とは意味が違

います。経済が、構造的に大きく変るところ

に、いま立っているのです。

日本は、 1985 (昭・60)年に、大変な場面

を迎えていた。円高が起きて、 ドjレ250円だ

第1部、第 2部の司会を担当した杉浦研修委員長。

ったのが、 120円に上った。これは、世界の

中で商売をしているという観点では、コスト

が 2倍になったことを意味します。ハンデイ

が大幅に上って、競争力が弱くなったのです。

ここでやり方を変えなければいけなかった。

戦後、 一貫してやってきたやり方、世界の中

で最も成功した、 量的拡大依存型、いいもの

を大量生産する。安く売る。良くて安いから

たくさん売れる。しかし、それが永遠につづ

くわけカfない。

量でなく質で、 1箇当りの利益率で、勝負

するように変わらなければいけなかった。

しかし、日本人は困ると頑張るくせがあっ

て、円高でも、何とかしようと努力する。日

銀は、円高で不況が来ないように金利を下げ

て、金を貸す。金が余ったので土地を買う、

株を買うで、パフ、、ルが生じた。バブルに気を

とられて、まじめに取り組まなければならな

い問題、企業として生き残るためのリス トラ

(再構築)を先送り してしまった。

バブルは崩壊しました。そして景気の問題

とは別に、構造改革しなければならない時に、

予想外のことが起きた。お客様が様変りした。

需要の構造が、がらり一変したのです。

いままで、 高級品、ブランド物がいくらで

も売れていたのが、とまった。

奥様方は、いま機能需要と感覚需要との 2

本の物差しを持っている。間に合えばいいと

いう物、例えば食料品に対しては、値段に敏

S 
A謝明川 織

(鮒ダイヤモンド社会長川島譲氏をお迎えしての記念講演会。

感です。反面、 心理的充足感を与えてくれる

もの、カルチャーセンタ一等には、金を惜し

まない。同様に、若者はナウい商品を選ぶ。

高い安いではない。お客が何を期待してい

るのか、何に不満を持っているのか、それを

把握するために、街に出て声を聞く 。そして、

どう声をかけるのかを考える時です。

企業の特化が大事です。 小さくても利益率

の高い商売をめざして、技術的に、物の売り

方に、業態に、特化を図らなければならない。

いまや、マラソンレースは終った。椅子と

りゲームに変った。いかに敏速に動くか。知

恵と熱意と、そしてお客様のことを考えると

ころが、必ず勝ちます。

大変な時代です。しかし、面白い時代、胸

のわくわくする時代が始まったのです。

(抜すい ・文責事務局)
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平成 4年度収支計算書

自平 成4年4月1日歪平成5年 3月31日

(単位.円)

科 目
平成4年度

決 . . 額 差 額 機 要
予算額

I 収入の部

1 ~本財産運用収入 251， D・B 231，914 11，11& 基本財産定期預金利息

2 会費収入 33，525，2D・ 35， 455， 111 企 1，131，501 期末会員数 4，202社

3 特別会費 収入 2，251，01・ 3，139， BDD 企 115，111 役員セミナー及び新春の集い会費収入

4 ・.収入 &OO，ODO 560，000 40，000 

( 1 ) 研 修会収入 400，000 410，000 ム 10. 000 簿記講習会会費収入

( 2)会報掲載広告収入 200，000 150，000 50，000 町団法人会報掲量産広告収入

5 補助金収 λ 11. 2&0， 525 12. Ji3， 430 /';. 1，102. 905 東法違より各種補助金

6 簡易保険収入 650，0・0 509，054 UO，94i 簡易保険受取手数料

7 鰻 収 λ 1，531，0・B 1， m， 033 /';. 111，033 

( 1 )受 取 車l 麿 500，000 1.140，226 ム 640，226 普通・定期預金・郵便貯金受取利息

(2 ) 鎌 収 入 500，000 647，807 A 147，807 その他の雑収入

(3 )大型保障推進協力金 537，000 537，000 。大型保障制度20万社連成キャンベーン推進報奨金

日 特定預金取崩収入 2. 510， m 2， m， 000 自 OA機購入積立預金

当期収入合計(A) 52. 612， 125 51， 914， 131 /';. 4，311，401 

前期繰錘収支差額 4， 355， u1 4， 355， 6&1 

収入合計 (8) 51， DZI， 3U 自1，339，1!2 /';. 4，311，40& 

H 支出の部

1 ・ • 費 H， 341， ooa 21，045， &91 /';. 104，日1

(1)研 修 会 費 6，000，000 7，246，934 ム1.246， 934 公開講演会等、各種研修会諸費用 ‘' ( 2)広 報

'ー

700，000 736，573 A 36，573 広告‘その他広報活動費

(3)会報発 行費 3，800，000 3，128，877 671， 123 町団法人会報及びニュースの発行費

(4)会員名簿発行費 700，000 。 700，000 

(5 )連合会会報費 900，000 945，540 ム 45，540 配布用「ほうじんJ購入費

(6 )会員増強推進費 1.660.000 2.232.428 A 572.428 会員憎強運動及び月間中諸費用

( 7 ) 地 区 .支部運営費 4.621.000 4.621.000 。地区会運営活動資

(8 )部会運営費 2.000.000 1.956.233 43，767 源泉部会.青年部会、婦人部会運営活動費

(9 )連 合 会 費 610.000 447.751 162.249 東法連等会費及び会議費等

(! 0)研究懇族会費 500，OOC 527.333 A 27.333 税のLるベ鴎入費.各種懇談会館費用

(!I)渉 外 費 500，000 526.471 '" 26.471 関係団体、対外的慶弔

(! 2)麿 弔 '聖 350，000 249.892 100. 108 会員功績表影及び会員.弔

(! 3)発 送 費 4.000，000 4.426.659 ム 426.659 町団法人会報及びニュース等発送諸費用

2 会 組 費 2. 300， m 2，329，110 企 29，110 

(1)総 会

'ー

1， 700， 000 1. 549， 214 150.786 通常総会費用

(2 )役 員 会 '骨 300.000 429.581 ム 129， 58 I 理事会‘正副会畏会臓等鰭費用

(3 )委 員 会 " 300.000 350，915 ム 50， 915 委員会等諸費用

3 管 理 費 U， 50&， 0・0 15，519， J4D 3， OD&， m 
(1)給 料 手 当 12，410，000 11. 075， 720 1，334，280 職員給与.交通費

(2 )福利厚生費 1， 134，000 673， 591 460，409 社会保険料、厚生関係諸費用

(3 )旅費交通費 300，000 234.450 65，550 役職員出彊旅費

(4)通 信 費 500，000 493，652 6，348 通信待費用

(5 )什器備品費 1，100，000 135，638 364，362 備品保守、リース料等

(6)消 耗 晶 費 920，000 965， III A 45， 111 事務消粍品及び封筒等の印劇物

(7 )修 織 費 700，000 139，050 560，950 事務所修僧緒費用

(8 )水道光勲費 300，000 246.800 53，200 事務所水道光栴費

(9 )家 賃 1， 032， 000 1. 032， 000 。事務所家賃 ‘' (! 0)支払手数料 1， 000， 000 842，034 157， 966 三井ファイナンス支払手数料等

(!I)図 • 費 200，000 111，294 88，106 税務関係書籍等の購入

(12)公 租 公 限 50，000 ム 50.000 

(13)維 費 10， 000 。 10.000 

支出の倒小計 41，141，001 45，174，141 2. 212， 259 

4 圃定資鹿取得支出 500，OOB 105， D&U 3I4，94O ホリゾン車よ型紙析機

5 ・a・a入支出 1，000，000 l，m， 911 企 m，917 電算機導入障費用

6 特定預金支出 3， m，lII 3， 511， 01。
(1)会館積立号|当預金支出 1.500，000 1，500，000 。
(2 )退駿給与事|当預金支出 500，000 500，000 。
(3 )名簿発刊箪備事|当預金 1，000，000 1.000，000 

(4) OA纏導入号|当預金支出 500.000 500，000 。
7 予 • 費 3，111， JII 

ー

3，111，31& 

iII期支出合計 (C) 57，・1・， JII 51， m， 711 1，115， m 
過期収 支差額

(A)ー (C) 企 4，355，u1 1，151，413 企10，517，014

次期線組収支差額 自 11，517，014 /';.10，517，014 

(8) (C) 

以上の決算書類を監査したところ、適正かつ正確であることを認め報合します。

平成 5年4月19日 監事岩津正義⑪ 監事若林忠次⑪ 監事八木下正男⑪
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平成 5年度収支予算書

自平成5年4月1日至平成6年 3月31日

(単位:円)

科 目
平成5年度 平成4年度

豊富 額 摘 要
予 算 額 予算額

I 収入の郁

1 基本財産運用収入 250，000 m，ooo B 基本財産定期預金利息

2 会 費 収 入 35， 296， 800 33， 625， 200 1，671，600 期首会員数 4，20H土
3 特別会費収入 3， 300， 0目。 2， m， 000 1，050，000 役員セミナー及び会員大会等の特別会費収入

4 事 業 収 入 600， 00日 600，000 

( 1)研修会収 入 400，000 400，000 o i簿配講習会(初 中級)の会費収入

(2)会報掲載広告収入 200，000 200， 000 Q 町田法人会報掲載広告収入

5 補助金収入 12，7(6， 975 11，260，525 1，486，450 東法適からの補助金収入

6 簡易保険収入 550， 000 650， 000 1:;. 100，000 郵便簡易保険受取手数料

7 鍾 収 入 1， 700， 00目 1， 537， 000 163，000 

(1)受 取 前l 息 700，000 500，000 200，000 普通 定期預金・郵便貯金受取利息

(2)雑 収 入 600，000 500，000 100，000 その他の雑収入

(3)大型保障推進協力金 400，000 537，000 ム 137，000 大型保障制度「加入率20%1違成キャンベーンJ報奨金

8 特定預金取崩収入 1，500，000 2. 500， 000 1:;. 1，000，叩日 会員名簿発行準備積立預金取崩

当期収入合計(A) 55， 943， 775 52. 672， 725 3，271，050 

前期繰越収支差額 10，5目7，074 4， 355， 661 5，677，125 

-・v

収入 合 計 (8) 66， m， 849 57，018， m 9，421，463 
E 支出の郁

1 事 業 費 34， 960， 000 26，341，0目。 8， 619，日目。

(1)催 事 費 1，200，000 n 1. 200， 000 役一一会一で研修船一る鰭費用 l
(2)研 修 会 費 8，000，000 6，000，000 2，000，000 研修会‘講演会等、各種研修事業の諸費用

(3)広 報 費 600，000 700，000 ム 100，000 広告等の諸費用

(4)会報発行費 3，800，000 3，800，000 日 町団法人会報及びニュースの発行費、その他の広報活動費

(5)会員名簿発行費 3，000，000 700，000 2，300，000 平成5年度版町団法人会会員名簿の発行諸費用

(6)連合会会報費 960，000 900，000 60， "00 配布用「ほろじんJIIlt入費

(7)発 送 費 4，700，000 4，000，000 700，000 ほうじん.町団法人会報、会員名簿等の発送諸費用

(8)会 員 増 強 推 進 費 2 ¥00.000 1， 660， 000 R40.000 会員晴強運動及び新設法人説明会等の諸襲用

イq) 地医、支部運営費 6 ¥00 OOn 4， 6?J. 0011 I ~ 7 ~l Iln (1 憎1;(-，~寺川市型常・橋智J (事業・会議・管理)諸費用

(l0)部会運営費 2，000，000 2，000，000 。 源泉部会、青年部会.婦人部会運営活動費

(1])連 合 会 費 600，000 610，000 ('， 10，Ouu 東法違、ニi法違等の主催事業への参加及び年会費等

(12)研究懇談会費 500，000 500，000 2 税のしるべ晴入及び各種懸朕会諸費用

(13)渉 外 費 300，000 500，000 200，000 関係団体‘対外的慶弔諸費用

(14)慶 弔 費 300，000 350，000 ム 50，000 会員功績表影及び会員慶弔諸費用

2 会 譜 費 2. 900， 0目。 2， 300， 000 600， 000 

(1)総 会 費 1，700，000 1，100，000 。 通常総会に関する諸費用

(2)役 員 会 費 500，000 300，000 200，000 理事会及び正副会長会‘その他役員会に関する諸費用

(3)委 員 会 費 500，000 300，000 200，000 各委員会に関する諸費用

(4)共済制度連絡協 200，000 。 200，000 共済制度連絡協議会に間十る諸費用

3 管 理 費 19， 650， 000 19， 606， 000 44. 000 

(1)給 料 手 当 12，800，000 12，410，000 390，000 職員の給与・手当、賞与

(2)福利厚生費 650，000 1，134，000 f:; 484，000 社会保険料他‘福利厚生に関する諸費用

(3)旅費交通費 300，000 300，000 Q 役職員出張旅費

(4)通 信 費 500，000 500，000 。 通信諸費用

司. .  (5)消耗什器備品費 1，200，000 1，100，000 100，000 備品保守、 リース等の諸費用

(6)消 耗 品 費 900，000 920，000 企 20，000 事務消耗品及び印刷物等の諸費用

(7)修 糟 費 700，000 100，000 。 事務所の修繕等に関する諸費用

(8)水道光熱費 300，000 300，000 。 事務所水道光熱費

(9)家 賃 1，032，000 l唱 032，000 。 事務所家賃

(10)支払手数料 1，000，000 1，000，000 。 三井77イナンス支払手数料等

(1])図 書 費 200，000 200，000 。 税務問係書籍等の購入

(12)公 租 公 課 50，000 。 50，000 法人市民税等

(13)雑 費 18，000 10，000 8，000 

支出の部小計 57，510，0日目 41， 247， 00目 9，263，000 

4 固定資産取得支出 200，目日目 50目， 000 1:;. 300， 0目。 什器備品購入支出

5 電算積場入支出 目 1， 000， 000 企 1，000，000 

6 特定預金支出 4， 500， 000 3， 500， 000 1， 000， 000 

(1)会館積立引当預金支出 1，500，000 1，500，000 。 会館建設引当金の積立

(2)退職給与引当預金支出 500，000 500，000 。 退職給与引当金の積立

(3)名簿発刊準備引当預金 100，000 1，000，000 ム 300，000 名簿発刊準備引当金の積立

(4) OA機導入引当預金支出 300，000 500，000 f:; 200，000 OA練導入引当金の積立

(5)記念事業準備引当領金 1，000，000 。 1，000，000 新規に配念事業準備引当金の積立

(6)広告塔設置引当預金 500，000 。 500，000 新規に広告塔設置準備引当金の積立

7 予 備 費 4， 240， 149 3，7目1，316 459，463 

当期支出合計 (C) 66， 450， 149 57， 028， 386 9， m， 463 

当期収支差額

(A)ー (C) 1:;.10， 507， 074 企 4，355，661 1:;. 6，151，413 

次期繰鍾収支差額 。 自 目

(8) (C) 
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法人税問答シリーズ[番タ卜編]

消費税の金額が区分記載

された領収証等の印紙税は?
社長 「部長、今日得意先の町田商庖へ集金に行くんだが、この30，694円の領収証にはいくら

の収入印紙を貼ればいいのかね。」

部長 「ええと、先月の町田商庖への商品の売り上げは29，800円で、消費税 3%・894円を加

えて30，694円になるんだから、収入印紙は貼らなくても結構なんですよ。」

税理士「部長さん、一概にそうともいえませんねo 当社が課税事業者の場合と免税事業者の場

合では取り扱いが異なりますし、また、領収証の書き方によっても取り扱いが異なる

んですよ。」 司'
(1) 課税事業者が領収証を発行する場合

文 書事例 記 載金額 印紙税

領収証

￥30.694※ 

(うち消費税 894円)

。29，800円 O 非課税

文書事例 記載金額 印紙税

領収証

￥30.694※ 

(消費税を含む)

ゆ 30，694円。 200円

女ポイント:消費税を具体的に区分すること。 ‘' 

(2) 免税事業者が領収証を発行する場合

文書事例 記載金額 印紙税

領収証

￥30.694※ 

(うち消費税 894円)

ゆ 30，694円 Q 200円

古ポイント:免税事業者の場合は消費税を具体的に区分

記載しても、消費税相当額は記載金額に含まれる。

nu 

唱
・

A



社長 「それでは税理士さん、買掛金1，030，000円を約束手形を振り出して支払った場合、記

載金額の内消費税30，000P1と具体的に区分記載すれば、収入印紙は200円でいいんで

すね。」

税理士「いいえ違います。手形については消費税を具体的に区分記載しでも、消費税相当額は

記載金額に含まれるのです。したがって、収入印紙は4001lJとなります。」

文書事例 記載金額 正11 紙税

司.. 

約 束手 形

￥1，030，000※ 

(うち消費税30，000円)

C:> 1 ，030，000円C:> 400円

古ポイント:課税事業者・免税事業者を問わず、約束手

形及び為替手形については消費税を具体的に区分記載

しでも、消費税相当額は記載金額に含まれる。

O仮領収証の取扱い

後日正式な領収証を作成することとしている場合の仮領収証であっても、金銭または有

価証券の受領事実を証明するものですから、印紙税が課税されます。

文 書事例 記載金額 fll 紙税

仮領 収証

司・w ￥1，800，000※ 

上記金額正に受け取りまし Ic:> 1，800，000円 O 400円

た。おって、本領収証を送付

いたします。)

O 印紙税を納めなかったときは

印紙税のかかる文書を作成した人が、印紙税を納めなかったときは、たとえ印紙税がか

かることを知らなかったり、収入印紙をl!占り忘れた場合であっても、納めなかった印紙税

の額の 3倍(調査を受ける前に自主的に収入印紙を貼っていないことを申し出たときは 1

. 1倍)の過怠税が課税されます。

また、過怠税は法人税法の損金とならず、全額損金不算入となります。貼り忘れなどに

は十分ご注意下さい。
t
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町田税務署異動のお知らせ

〈転 入 〉 〈転 出〉

副署長 (法 人担当) 長谷川 浩 一 (税務大学校・教授) 石井鋭雄 (退 官)

副署長 (総務担当) 高原秀年 (審 判 所 .ffilJ審判 官)

手《 務 課 長 山 田 彦 (甲府 税務 広報官) 山本義弘 (芝 ・ 総務課長)

特別 国 税 調 査 官 岩本正勝 (相模 原 ・法人特官) 吉金勝介 (横浜中 ・特別調査官)

法 人課税第 3統括官 高橋文 明 (渋谷・法人 9統括官) 松本正三 (局 ・資料調査課主筆)

法 人課税第 4統括官 菊池秀樹 (局 ・調査審理課係長) 熊谷祐治 (新宿 ・法人13統括官)

指導 担当上席調査官 根 本 宏 一 (玉川・ 法特官村上1$) 野村重人 (麻布 ・法 人 上 席)

副署長

高原秀年

法人税課第2統括官

藤田和子

法 l統括

上野

総務課長

山田一彦

法人税課第 3統括官

高橋文明

特別国税調査官

岩本正勝

法人税訪!第4統括官

菊池秀樹

町田税務署法人課税部門配席図

法 人特宮

岩本

(上)
龍野

(上)

根本

総務課

j去3統括

高橋

(上)平野 (上)望月

柴 圧| 波 ill 

岩 7C 橋

長 i挙

法人税課第 1統括官

上野藤吉

指導担当上席調査官

根本宏一

法 2統括

藤田

(上)徳長

大 村

E己よ
第 3部門 第 2部門 入

(i原泉所得税担当) 口

第 4部門

つム
唱
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社団法人町田法人会役員名簿

社団法人町田法人会の理事 ・監事をご紹介し Eたします。今年

5月の総会で役員改選があり、選任された方々です。

また、地区会も中町・旭町地区会が分割され“中町地区会"

“旭町地区会"に改め、全 20地区会になりました。

会長

石井儀一

付米)マサダヤ

副会長

萩生田博

萩生田産業(楠

副会長

小川量司

(附マルカワ

副会長

岩波弘介

岩波建設側

原町田第 1地区
会長

松山在九

(株)マツヤマ

原町田第 2地区
会長

平本 勝 哉

(名)平野屋金物庖

森野地区会長

小山克巳

(掬 三 和

中町地区会長

栢沼貞雄

(有)電友 杜

旭町地区会長

内山龍雄

オンワード縫製

学医1.大谷地区
会長

屯尾辻 併

(株)電巧舎

っ、
υ

1
1ム

本町田地区会長

矢沢 武

(有)アロー
エンタープライズ

金森 ・高ヶ坂地区
会長

八木 要

八木食品産業(株)

成瀬地区会長

八木正雄

八弘商事(株)

回

U

X

-
-ん

，ノ

ハい

平

つ
長

ト
会

葉

U
M

一山
干

附千葉電設

鶴間地区会長

2四ヶ所守

(医社)芙蓉会



s鶴川第l地区会長

石川洋一郎

愛洋商事側

鶴川第2地区会長

藤田義徳

側総合図書

鶴川第3地区会長

須崎一男

(有)須崎米穀庖

忠生 ・山崎地区
会長

菅野 日行 車
Eヨ

トキワ美術印刷(有)

忠生西地区会長

石川 ムノヒしプ田ヲ

(株)協和精密工業

木曽地区会長

大川健次

相模工機 (槻

相原地区会長

田中
A斗ム

オて

(鮒相武冷凍センター

小山地区会長

三樹修身

三樹石油 (株)

総務委員長

木目田元

(有)しんざかや

?総務副委員長

;久保田忠司

情)町田グリーンコソレフ

総務副委員長

村松 桐敏

府)煎茶屋

組織委員長

木口 正

(有)クラウン興業

14 -

組織副委員長

露木 賓

惰)露木商庖

組織副委員長

中山博正

(有)中山工業

組織副委員長

牧野 正

タウンツーリスト

税制委員長

里子J11 
J三三
/同

丸川スレート (附

税制副委員長

佐瀬 郎

(株)昌電舎

税制副委員長

占高尾 イ申

高尾建設 (槻



研修委員長

杉浦信男

(附 中 野 屋

研修副委員長

伊田卓己

情)クローパー

研修副委員長

島野

(有)シマノ

研修副委員長

'升-/.、
.，.~ヨ，〆、、

，j..nn ~コ

。制サンヨー設計

策

広報委員長

広報副委員長

金子仙太郎

(槻金子商庖

広報副委員長

飯田重利

(株)飯田機械産業

源泉部会長

朝見茂久

(株)朝見工務庖

監 事

岩沢正義

側岩沢商会

監事

若林忠次

(株)若林工務庖

監事

八木下正男

(有)丸孝家具庖

厚生委員長 青年部会長

加藤 史朗 橋 信介

ワタヤ商事 (掬 側宝永堂

厚生副委員長 婦人部会長 「一 口卜 幸日

監事若林忠次様に

藤田 正之 堤 敏子
|は 6月16日、逝去され
ました。
ここに謹んでご冥福

情)藤田彫刻工業繍掴畑町E 麟 (株)堤ピル lをお祈りいたします。
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ワープロ -パソコン教室を新たに実施

会員の皆さんからは、研修事業に対して大きな期待が寄せられる様にな

りました。

そのニーズに応えるために、本年度から「法人会員のためのワープロ ・

パソコン教室」を実施いたします。

第 1回の教室の日程は、次のとおりです。ふるってご参加下さい。

ワープ口教室

回数 月 日 l臨 講座内容

l 9 22 水 ワープロの基本操作など

2 9 29 水 文章の基本的な編集

3 10 6 水 知っていると便利な機能

4 10 13 7Jく 実務的な文章の作成

場 所 (学)田後学園 町田経理専門学校

募集人員 各50名

パソコン教室

回数 月 日 l曜 講座内容

1 10 20 水 パソコンの基本操作

2 10 27 水 合計や平均などを求める

3 11 10 水 グラフを作成する

4 11 17 水 実務に応用するためには?

時 間午後 6: 00-8 : 00 2時間

費 おひとり各教室 15，000円ム
一品

第12回初級実務簿記講習会が終了しました O

平成 5年度の初級実務簿記講習会は、去る

5月27日より毎週木曜日、全10回開催され、

東京税理士会町田支部所属の高橋浩之先生が

熱心に講義を担当されました。

7月29日の開講式には43名の方々が、全課

程を無事に修了し、受講者を代表して惰)大台

産業の斉藤澄子さんが石井会長より修了証書

と記念品が手渡されました。当日、来賓とし

て、町田税務署の上野統括官が臨席され祝辞

を頂戴しました。

今回の初級簿記は、 5月上旬に募集を開始

したところ、 1週間足らずの間に定員を遥か

に上回る60名近くの会員の方々より申込があ

りました。 しかし、会場の都合により申し込

まれた全ての方に受講して頂けなくなり、多

数の方にご遠慮してもら う結果になってしま

いました。この紙面をお借りして、お詫び申

し上げます。

* * 育 大 古 古 古 女

平成 5年度第12回初級実務簿記講習会で全謀

程を修了された43名の方々は、次頁のとおり

です。(敬称略)
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今年度の初級実務簿記の講習風景。43名が無事修了した。

ミヤ子

綾

純子

美智子

容

美和子

聖

美智子

靖子

房子

久美江

子

子

恵

夫

雄

士又+斤
1

明

三

弥

野

野上

泉

子

熊

池
子

子

浜

川

今

丸

佐

菊

森

小

商浜

ピー・エス・ケー

州

別

槻

(附

(1*) 

(利富士エキスパー ト

富 士機械 産業

ベ

子

人

名

直子

寿美

l甫 子

恵利

千賀子

和

直

規

雅

澄

央

雄

子

美

を判

Cみ

本

氏

岡

新

仲

高

松

近

野

村

山

刀t

内

田メ入
寸

巴

事業所名

出雲測量設計事務所

出雲測量設計事務所

イチカワムセン

件
本|
 
(
 
ス

エステート秀和

エヌケイテクニデザイ ン

一企画

=JL 
且又

ム

建

イ

井

コ二

州

側

附

附

薄

側

側

同

間

隔

出

間

隔

出

間

出

問

子IIJ音ツムコニ

藤

村

原

斉

木

9 

大ム仁1

木村ドラフティング

業

ーノf ス

産

オ

子

ノJレ

クイメムホ

路道田本

司) 11 ンサjレてr

五十嵐

出

斐

山

水

甲

神

長谷川

横塚

藤井

(有)

i':B 

凌

凌

ガネハウ

千代電子(槻

山口建設設計事務所

デン附

ン

気

事

事

ス

美

マお
ド

J
旧
主

フE

積

敦

貞

恵

和

善

子

上

坂

穂

金

イ

ド

ア

ウ

ンヤ

フ

キ

ク

国

側

聞

側

同

附

附

側

同

新

出

間

隔

里 源

電

商

商

レ
K4

-
J
ノ

メ

刷

出

附

附

寓

伺

附

附

伺

子設

務

建栄

キ己

;i、

惰)

和

美代子

良

盛子

麻貴子

金重

孝行

子

子

子

崎

藤

藤

東

口

口

村

崎

元

島

佐

佐

伊

山

中

松

岩

山

長

工関

光

工

商

三 新設計事務所

三 設興業

秀明建設

興建設 (株)

谷際

フ

側

!古

和

サトウ時計 宝 飾

美精

屋

5戴

秀

田

日夜

山

大
ク

キ

。紛子正田中

ス

州側

フ

E
l
l
 

Y
4
1
J
 

7
れ
下柴

レテ

本日 ツロ

中級実務簿記講習会が始まります。第11回

来る 9月30日(木)より 全10回、 午後 6時から 8時30分まで、中級実務簿記講習会の

開講を予定しています。

詳細は、「第11回中級実務簿記講習会のお知らせ」で、別途ご案内しております。
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税

暑中お見舞い申し上げます。

前期に引き続いて税制の担当となり、今期

会員諸先輩の更なるご協力を心からお願い申

し上げます。

当法人会は、会員4，200社を越え、大きな

進展を見ております。そのなかで、組織の変

更を果たし、当委員会においても、各地区会

より担当委員のご推薦をいただき情報の交換

が計れる体制となりました。

昨今の永ぴ、く景気停滞の中で、法人税、所

得税を中心として、税収が伸び悩んでおり、

本格的な景気の回復には、政局の不透明さと

相まって、今しばらく時間がかかりそうです。

斯かる状況のもとで、全国法人会総連合の

もとで、平成 6年度税制改正要望全国大会が

9月27日に開催されます。

年末に向けて、増税、減税、また各諸税と

のバランスの問題等、税制の枠組みに向けて

の論議が高まるものと存じます。

署の担当官と膝を突き合わせて、委員の皆

様と共に会合を持ち、税に対する認識を深め

たいと考えております。

今期を振り返って、「よかったな。」との言

葉が聞かれるような委員会でありたいと思い

ます。

「税制改正要望全国大会J (事務局説明)

9月27日の大会では、要望事項が採択され

たあと、全法連の会長、服部謹次郎氏(~槻服

部セイコ一代表取締役会長)が全国125万会

員を代表して政府、与野党に陳情を行います。

税制委員会委員長 野川 清

平成6年度税制改正要望事項(抜粋)

法人税制について

今日における経済構造の変化、経済取引き

の国際化等に対応した法人税制を確立する必

要がある。

1. 税率の引き下げ等 ' 

(1) 従来、安易に法人税の増収に依存しが

ちであったが、今後そのようなことのな

いよう留意すること。

(2) 法人税の基本税率を35%以下に、実効

税率を40%台前半に引き下げること。

(3) 軽減税率適用の所得額を1，500万円に

引き上げ、軽減税率も25%に引き下げる

こと。

(4) 協同組合、宗教法人、学校法人などの

事業収益への課税は、税率を民間企業並

みにするなとな課税のバランスを図ること。

2. 減価償却制度の改善

(1) 現行の耐周年数は実情に合わない点が，

あるので短縮を図ること。また、分類を

簡明にすること。

(2) 残存価格も現行の10%を5%に短縮す

ること。

3. 交際費課税の改善

企業規模の大小に関わりなく、一定の損

金算入を認めるようにすること。

(要望事項は、法人税制、所得税制、相続

税制、間接税制、地方税制についてありま

したが、ここでは法人税制のみを簡記しま

した。)
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地区会だより
鶴JIl1.2.3地区会・合同研修会

去る 3月10日午後6時より鶴J113地区会合同の研修会を八千代銀行鶴川支庖会議室を会

場として開催しました。

石川第 1地区会長の司会で始まり法人会副会長萩生田様、町田税務署上野第一統括官の

ご挨拶を頂きました。続いて研修会のテーマ「相続税の基本」と計算を法人課税第 1部門

野村上席指導官にご講演を頂きました。

その内容は宅地の評価、相続税の仕組、相続税の計算の説明を頂きました。約 1時間続

いて質疑応答にはいり数多くの質問が会員の皆様より出ました。意味ある研修会を終了す

る事が出来ました。研修会終了後懇親会を聞き、ジ、ユース、缶ビールを飲みながら会員の

皆様と親睦を深め法人会活動等をお願いし、会員の皆様のご理解を頂き、有意義な研修会

懇親会を終了する事が出来ました。(参加者 43名)司.

森野地区会・研修会 地区会長小山克巳

去る 6月28日(月)森野地区役員研修会を開催した。 場所よしみ 開会 18:00 

出席者は地区役員総数16名中15名で極めて好出席率であった。一方町田税務署より公務

ご多忙中のところ野村上席指導宮にご出席いただき税の諸問題につき諸説明をおお願いし、

特に相続税・地価税について真剣且つ快活に論議をつくし極めて有意義に勉強会を終了し

た。

会の冒頭地区会長より 5月21日の法人会総会の決議事項他また役員改選につき報告あり、

また本日の協議事項として

一、地区会名簿の作成 二、地区会役員増強 三、各委員会に対する地区委員選任

の3件であることを了解を求めた。

協議の結果下記のとおり決定をみた。

l.地区会役員増強の候補を選定し、早速交渉を開始することとした0

・・... 
2.委員会委員には総務・植木一郎氏、組織・森贋吉氏、税制・長田精吉氏、研修・蔚

藤正氏、厚生・渋谷朝泰氏、広報・渋谷満氏に委嘱した。

研修終了後、懇親会にうつりなごやかな雰囲気の内に20時30分散会した。

旭町地区会 旭町地区会会長内山龍雄

旭町地区会は本年度から、従来の中町・旭町地区会から分離独立して旭町地区会として

新しく発足いたしました。

スタート早々であり、地区会活動にまで至っていませんが会員相互の親睦増進と地区会

の充実を図り、活発な活動を展開してまいりたいと存じますのでよろしくお願いいたしま

す。

凸日
句
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l 部会だより 婦人部会

第12固定時総会開催

会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び?

申し上げます。

さて去る 6月17日銀座アスターに於いて、

第12固定時総会を開催いたしました。

町田税務署松田署長をはじめ幹部の方々の

ご臨席をいただき、会からは石井会長、今年

度より婦人部会担当になられた萩生田副会長、

鈴木前副会長のご出席をいただきました。

48名の会員のご出席は感激でした。

事業報告、会計報告、監査報告とご承認し、

ただき、総会を無事終了いたしました。いつ

ものことながら、税務署幹部の方々のご指導

と法人会幹部の皆様のご支援、ご鞭撞のおか

げと心より感謝申し上げます。そして婦人部

会の役員の方々 、会員の皆様のご協力のおか

げも忘れることは出来ません。私たち婦人部

会は法人会の 目的にしたがい、手1]を以ってよ

き経営者としての勉強と教養の向上を心がけ

てまいりたいと思います。

「齢ではなく燃えるのが青春」との松田署

長のお言葉のように、婦人部会のよりよき発

婦人部会の総会は

婦人部会部会長堤 敏子

副会長をご勇退された鈴木新顧問に、花束が贈られた。

展のために皆様のより一層のご、協力をお願い

いたします。

第二部懇親会の席上でこの度副会長をご勇

退なさいました、鈴木前副会長に設立以来の

あたたかい熱心なご指導をいただきましたこ

とは終生忘れることはないと思います。

会員の皆様の感謝の気持ちを花束に託し先

生のご健勝とご多幸をお祈り申し上げました。

第三部は三橋青年部会長(宝永堂)による

真珠についていろいろのお話を伺いました。

高価なすばらしいものを手にとって見せてい

ただきました。そして真珠の核の入っている

貝の缶詰めをおみやげに、夢のある講演会を

終了いたしました。

今年は青年部会と協力しての事業もあるか

と楽しみでございます。

最後になりましたが署はじめ親会の皆々株

のご指導とご支援をお願いする次第です。そ

して会員企業の益々のご発展とご健勝をお祈

り申し上げご挨拶といたします。
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部会だより 青年部会|

公開講演会報告

去る 6月24日、ラポール千寿閣に60名余の

聴講者の参加を得、レストラン 「アンコ ル・

トム」経営のペン ・セタリン女史を講師にお

迎えし、公開講演会を開催致しました。以下、

その講演要旨を御報告致 します。

。日本に興味を持ち、留学した訳0

・レコード 「月の砂漠」に心惹かれた0

.叔父がパ リに留学中に日本人と結婚。

。カンボジア現代史

・フランスから独立。

・シアヌーク 、国家元首となる。

・ロン・ノル将軍、クーデターにより 実権

掌握。

・ポル ・ポ ト政権による市民の大量虐殺0

・へン ・サムリン政権発足0

・カンボジア最高国民評議会 (SN C)の

設置。

・国連カンボジア暫定行政機構 (UN T A 

C)の設置。

• P K 0 、PKFの活動開始。

カンボジアの現状報告や在日外国人の日本人観

など、興味あるお話が続いた。

青年部会幹事 中 島 忍

ゑ
初めて女性講師を迎えた青年部会の公開講演会。

。カンボジアの教育、日本との違い0

・文化や風習の違いによる誤解。

例 ・子供のピアス→カンボジアの風習。教

師に注意され、母親がょうじをピアス

の代わりに子の耳につけた。

-体をコインと軟膏でマ ッサージする民

間療法。

→マッサージの跡が、癒のようになり、

親が折艦したのだと思われて しま った0

.カンボジアの学校と日本の学校

それぞれに良い点、そして改善すべき点

カfある。

。真の国際化とは0

.カンボジアと日本がお互いの違いを認め、

学び合うことによ って真の理解が生まれ

るO 真の国際化はそこから始まるのでは

ないか。

講演を終り、カンボジアと 日本のかけ橋と

なるべく、日夜多方面で活躍されている

ペン ・セタリ ン女史の姿に感銘を受けました。

女史のますますの御活躍をお祈りしつつ御

報告と致します。
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司，
会費の納入は口座振替で…

当会では、会費の口座振替(三井ファイナンス)を

お願いしており、お陰様で80%近くの会員の方々がご

利用しています。

口座振替は年 2 回、 4~9 月分を 4 月 6 日、 10月一

3月分を10月6日に、ご希望の金融機関より、引き落

としさせていただきます。

を用意しましたのでご利用下さい。
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にコ 事務局だより =コ

法人会の福利厚生制度

会員企業の繁栄を考える法人会は、福利厚

生面で、のパックアップに真剣に取り組んでい

ます。いま、次のような制度があって、経営

者や従業員の方々に幅広い保障と安全をお届

けします。

詳 しい内容については、取扱会社にお尋ね

ください。

経営者大型総合保障制度 経営者や従業員

の事故 ・病気による死亡 ・高度障害 ・入院 ・

通院等、全ての身体的リスクを保障します。

企業が受け取った保障金は、死亡退職金、弔

慰金等の支出に充てられる他、j帯りなく 事業

を継続していくための様々な資金として利用

できます。 (取扱会社 大同生命 ・A1 U) 

経営保全プラン 工場 ・社屋の火災や倒壊、

製造した商品の第三者への賠償事故等、 企業

自体が抱える様々な リスクを保障 します。

{取扱会社 A 1 U) 

年金共済制度 経営者や従業員のゆとりあ

る老後を確保するため、個人や企業による年

金や退職金を積立てる制度で、 10年以上加入

すれば年金で受取れる生命保障型と65才から

年金が受取れる信託銀行型があります。 (取

扱会社 大同生命、安田 ・三井 ・三菱の各信

託銀行)

社団法人

発行年月日

発行所

個人年金保障制度 安心で、ゆとりある老後

をおくるため、公的年金を補う年金の確保と

各種特約により病気や事故に よる入院等のリ

スクを保障する制度です。

(取扱会社大同生命)

がん保険制度 がんに よる入院 ・死亡等に

ついて終身保障します。企業が従業員等の福

祉対策と して利用する他、個人による加入も

できます。(取扱会社アメ リカンファ ミリー)

個人のための終身保障プラン 経営者 ・従

業員が個人で加入し、自身や家族の事故 ・病

気による死亡 ・入院等を保障する制度です。

生涯、安心できる終身保障で相続税の資金確

保に有効です。 (取扱会社 大同生命)

ほかに、 在宅か‘ん検査制度や人間ド ック制

度などがあります。

なお、 Ir~扱会社の電話番号は、次のとおり

です。

大同生命保険相互会社町田営業部 0427-22-5756

AIU保険会社八王子支庖 0426-44-3151 

アメリカンファミリ一生命保険会社八王子支社

0426-44-0371 

安田信託銀行町田支庖

三井信託銀行町田支庖

三菱信託銀行町田支庖

l町田法人会会報第44号

平成 5年8月25日

社団法人 町田法人会

0427-26-1611 

0427-25-1131 

0427-28-1211 

東京都町田市原町田3丁目 4番 4号

TEL 0427 (26) 2453 FAX 0427 (24) 5853 

発 行 入 社団法人 町田法人会会長 石 井 儀 一

編 集 入 社団法人 町田法人会 広報委員会
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時代のニーズにお応えして、
経営者の方々に安心をお届けいたしま弘

ガンバリ続ける経営者の意欲と行動力をノずックアッフOします。

企業保障フラン也タイプ
-・・~~"... ，調律主宰是当潤目~IDll自国・・
企業保|町プラン・総合型しは、

ガンノザ続ける経常者の72;欲と行動力をノfックアッフ。します。

五

平均寿命を超えた長期保障
-最高85歳までの長期保障、保険料は一定。

・新規加入は74歳まで。

ワイドに充実した保障内容
-入院は5日以上から保障。

・手術、看護、入院・通院の治療にも安心。

hv
同

一刀
大きな安心で応援します
-最高3億円の大型保障。

・海外での事故・病気も保障0

・退職金、功労金なとの財源確保。

目 的やめになる場合でも 定仰の解約払戻金

およひ積立配当金を受けとることができます。

ヨ|受会社 大同生命 AIU保険会社

町田営業所/町田市中町2-2 -5 八王子支庖/八王子市東町 7-3 

TEL 0427-22-5756 TEL 0426-44-3151 


